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臨床研究 

 近年、がんの分子メカニズムの解明が急速に進み、骨軟部腫瘍の分野でも
新規分子標的薬剤が開発、臨床使用されており、症例によっては大きな効果
を有することが明らかとなってきました。しかし、永続的な治療効果を得る
ことは困難な上、多くの有害事象を有することが課題となっています。 
 一方、近年、腫瘍免疫に関わる大きな発見がなされてきています。がん細
胞は免疫を制御する様々なチェックポイントを利用して、免疫細胞に攻撃さ
れないようにしています。これらのチェックポイントを解明することで、そ
の部分に作用する新規薬剤を使用し、様々ながん細胞に対して抗腫瘍効果を
発揮することが明らかとなってきました。 
 しかし、骨軟部肉腫は症例数が少なく、まだまだ解明が不十分な現状と
なっております。そこで我々は、骨軟部腫瘍患者様の手術時に摘出した腫瘍
組織を用いた、臨床病理学的検討を計画しました。これらを解析することに
より、肉腫細胞周囲の腫瘍免疫の状態を客観的に把握するとともに、今後出
現してくる種々の免疫療法のターゲットとなり得るのかどうかの予測が可能
になると考えております。 

 


